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本
校
は
、
２
０
２
３
年
度
の
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
（
以
下
、
Ｉ
Ｂ
）
の
認
定
校
を
目

指
し
、
18
年
度
か
ら
Ｍ
Ｙ
Ｐ
（
＊
）
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
践
に
あ
た
り
、

Ｉ
Ｂ
の
理
念
を
知
っ
た
こ
と
で
、
私
の
指

導
観
は
一
変
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｂ
で
は
、
す

べ
て
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
生
徒
が
実

社
会
で
活
用
で
き
る
思
考
力
や
人
間
力
な

ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま

す
。
一
般
的
に
、
体
育
の
授
業
は
、
競
技

技
術
が
向
上
す
る
よ
う
に
練
習
し
、
実
技

試
験
で
技
術
の
到
達
度
を
評
価
し
ま
す
が
、

Ｉ
Ｂ
で
は
、
体
育
の
授
業
も
Ｉ
Ｂ
の
重
点

に
沿
っ
て
、
実
生
活
に
活
用
で
き
る
力
を

育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
、
生
徒
が
練
習
計
画
を
立

て
た
り
、
試
合
の
作
戦
を
練
っ
た
り
と
、

競
技
を
通
じ
て
探
究
活
動
を
行
い
、
時
間
・

空
間
の
捉
え
方
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
な
ど
を
理
解
で
き
る
よ
う
な

授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
パ
ス
が
う
ま

く
回
ら
な
い
時
に
、
い
く
つ
か
あ
る
問
題

の
中
で
、「
味
方
が
近
す
ぎ
て
、
空
間
を

生
か
せ
て
い
な
い
」
こ
と
を
重
要
な
問
題

3

5

2

6

●
私
が
目
指
す
授
業

競
技
活
動
を
通
じ
て
、

実
生
活
で
生
き
る
概
念
を
学
ぶ

パスとセンタリングを練習

試合の振り返り

授業者が、手本を見せながら練習方法を説明。生徒は、手
本を参考に、ペアでパス練習を５分間行った。次に、パス
→センタリング→シュートによるサイド攻撃の練習を、３
人１組で５分間行った。生徒は、本時の目標である「パス
の質を高める」ために、積極的に動いていた。

白川先生が、「前半の反省を踏まえて、ポジショニングを考
えることと、コミュニケーションを取ることが大切だよ」と、
生徒にアドバイス。生徒は声をかけ合い、味方の位置をよ
く見てポジションを広く取るようになり、サイドへのパス
が出るようになった。

全員で試合を振り返った。授業者は、「後半に戦術を修正し
てから、ボールの回り方がよくなった」と総括。白川先生が、
「後半は、よいシーンが増えた。全員が本時の目標を理解し
て練習をしていたパスが、試合で生きていた」と褒めると、
生徒から拍手が起こった。

14:25

14:5715:06

２チームに分かれて試合を開始

２チームに分かれて試合を行った。チーム内で話し合い、セ
ンタリングをする役など、ポジションを決定。「練習通りに、
サイドでパスを交換して攻めていこう」と、戦術を確認して
試合に臨んだ。しかし、試合の前半は、ピッチ中央でのボー
ルの奪い合いが続き、パスはなかなかつながらなかった。

14:43

試合の後半を開始

＊　国際バカロレアは、グローバル化に対応できるスキルを身につけた人材を育成するための、生徒の年齢に応じた教育プログラムで、MYPは、中学１年生
～高校１年生対象のプログラムとなる。

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
れ
ば
、「
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
の
修
正
」
と
い
う
解
決
策
ま
で
を
、

生
徒
同
士
で
考
え
さ
せ
ま
す
。
問
題
解
決

の
プ
ロ
セ
ス
を
、
教
師
が
示
す
の
で
は
な

く
、
生
徒
主
体
で
学
ば
せ
る
の
で
す
。

　
22
年
度
か
ら
は
、
２
・
３
年
生
の
合
同
授

業
を
始
め
ま
し
た
。学
校
行
事
で
リ
ー
ダ
ー

役
と
な
る
２
・
３
年
生
の
交
流
を
促
す
こ
と

で
、
学
校
行
事
が
さ
ら
に
活
性
化
す
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
、
Ｉ
Ｂ
で
重
視
す
る
資
質
・
能

力
で
あ
る
批
判
的
思
考
力
や
対
人
能
力
、

自
発
性
な
ど
を
伸
ば
す
た
め
、
生
徒
主
体

で
行
い
ま
す
。

　「
選
択
球
技
」で
は
、生
徒
は
ま
ず
、自
分

が
取
り
組
み
た
い
種
目
を
サ
ッ
カ
ー
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
の
中
か
ら
選
び
、
希

望
種
目
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ま
す
。

次
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
生
徒
同

士
で
話
し
合
っ
て
各
種
目
の
人
数
を
調
整

し
、
各
自
が
取
り
組
む
種
目
を
決
め
ま
す
。

　
毎
回
の
授
業
は
、
種
目
ご
と
に
、
２
・
３

年
生
各
１
人
が
持
ち
回
り
で
務
め
る「
授

業
者
」
が
進
め
ま
す
。
授
業
終
了
後
、
次

時
の
授
業
者
が
２
人
で
相
談
し
て
授
業
計

　
前
期
の
初
め
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」と
、自
由
に
活
動
さ
せ
ま
し
た
。

生
徒
は
試
合
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、

同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返
す
こ
と
に
課
題
を
感

じ
、
次
第
に
練
習
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
私
は
、「
そ
の
練
習
の
目
的

は
何
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
、
生
徒
に
練

習
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
す
る
と
生
徒
は
、
課
題
に
基
づ
い
た

授
業
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と

画
を
立
て
（
図
）、
授
業
前
に
、
私
と
一
緒

に
見
直
し
ま
す
。
授
業
計
画
で
は
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
内
容
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
に
着
目
し
ま
す
。
例
え
ば
、
目

標
が
「
パ
ス
の
質
を
高
め
る
」
な
の
に
、

シ
ュ
ー
ト
練
習
ば
か
り
な
ど
、
目
標
と
練

習
内
容
が
食
い
違
う
場
合
は
、「
こ
の
練
習

で
目
標
を
達
成
で
き
る
と
思
う
？
」
と
問

い
か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
が
問
題
に
気
づ

き
、
修
正
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
最
初
に
、
授
業
者
が
本
時
の

目
標
と
練
習
の
進
め
方
を
説
明
し
ま
す
。

そ
の
際
、
生
徒
間
で
目
標
を
し
っ
か
り
共

有
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
て
、
共
有

が
十
分
で
な
け
れ
ば
、
授
業
者
に
声
を
か

け
ま
す
。
ま
た
、
練
習
の
途
中
、
目
標
へ

の
意
識
が
低
い
よ
う
に
見
え
る
生
徒
が
い

る
時
は
、
授
業
者
に
「
今
の
ま
ま
で
よ
い

か
な
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
問
題
の
解

決
策
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
ど
の
生
徒
も

最
後
ま
で
目
標
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
パ
ス

が
う
ま
く
通
ら
な
か
っ
た
場
合
を
想
定
し

て
、
授
業
計
画
を
立
て
て
い
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
練
習
し
た
パ
ス
が
試
合
の
前
半

で
は
通
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
授
業

者
は
、「
全
体
的
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
、

パ
ス
コ
ー
ス
を
確
保
す
る
」
と
、
事
前
に

考
え
て
い
た
指
示
を
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
中
に

出
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
全
員
で
目
標
を
共

有
し
直
し
た
こ
と
が
、
後
半
の
よ
い
パ
ス

回
し
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
学
習
評
価
は
、
生
徒
の
自
己
評
価
や
教

師
の
行
動
観
察
の
ほ
か
、
単
元
末
に
課
す

総
括
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
～
１
２
０
０
字
）

で
行
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
で
は
、技
術
力
を

高
め
る
た
め
に
チ
ー
ム
で
話
し
合
っ
た
内

容
や
、ま
た
、パ
ス
が
つ
な
が
ら
な
い
な
ど

の
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
授
業
計

画
を
立
て
、
練
習
の
成
果
を
ど
う
や
っ
て

検
証
し
た
の
か
、そ
し
て
、そ
れ
を
日
常
生

活
や
将
来
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
い
っ

た
点
に
つ
い
て
ま
と
め
さ
せ
て
い
ま
す
。

図　本時の授業計画（抜粋）

●
成
果
と
展
望

体
育
で
の
学
び
が
、他
の
場
面
で

ど
う
生
き
る
の
か
を
検
証
し
た
い

授業者が作成した本時の授業計画。前時の反省を踏まえて目標を
決め、練習内容や時間配分などの計画を立てた。授業後には、全
体を振り返り、目標の到達度や次時に向けた改善点などを記入し
て、白川先生に提出した。　　　　　　※学校資料を抜粋して掲載。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

生
徒
が
授
業
者
と
な
り
、

授
業
の
す
べ
て
を
取
り
仕
切
る

0-01-J-22909-001 2022 年度 VIEW next 高校版 12 月号 46 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
玄塲

念
校

12/02
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−

 高校版  2022 December 46

P44-47_view-next-koukou-12g.indd   46P44-47_view-next-koukou-12g.indd   46 2022/12/02   11:062022/12/02   11:06



主体的・対話的で深い学び

こ
ろ
、
85
％
の
生
徒
が
「
学
習
内
容
に

つ
い
て
も
っ
と
深
く
学
び
た
く
な
っ
た
」、

94
％
が
「
級
友
や
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
肯

定
的
な
回
答
を
し
て
お
り
、
生
徒
が
主
体

的
に
探
究
し
、
対
話
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
姿
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
体
育
の
授
業
で
の
学
び
が
、

他
教
科
の
授
業
や
学
校
行
事
な
ど
に
ど
う

生
き
る
の
か
を
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。生
徒
か
ら
は
、「
体
育
の
授
業
で
行
っ

て
き
た
、
問
題
を
複
数
の
視
点
で
考
え
る

こ
と
が
、数
学
の
問
題
を
解
く
際
に
役
立
っ

た
」
な
ど
の
声
が
挙
が
り
、
手
応
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、学
校
行
事
で
先
輩
・

後
輩
と
活
動
す
る
際
に
、
体
育
の
授
業
で

学
ん
だ
、
目
標
を
共
有
す
る
た
め
の
声
か

け
や
周
囲
の
動
か
し
方
、
時
間
配
分
な
ど

の
経
験
が
ど
う
生
き
て
い
る
の
か
を
見
取

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

VIEW next ONLINE 検索

授 業 実 践

単元の指導計画

【教科・科目】体育・選択球技（サッカー・バレーボール・卓球から１種目を選択）　【分野・単元】多様性を認め合う学び　【設定
時数】Ⅰ期 10 時間　Ⅱ期 10 時間　【単元目標】生徒が運動とかかわる中で得た理論と、生成した動きの意味や効果を、言葉で他
者に伝える表現力・対話力を高めること。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

•Ⅰ期オリエンテ
ーション

• 希望種目のア
ンケートの作
成

• 単元のねらいを理解し、自
分が取り組みたい種目を
選択できる。

【思考力、判断力】

①単元のねらいと、授業の進め
方を説明する。

②体育委員を中心に生徒同士で
話し合い、アンケートを作成
して、希望の種目を調査する。

【主体的な学び】希望種目を聞くアンケートを作成
する際、生徒一人ひとりが議論に参加できるよう、
スライドで趣旨を説明する。　【対話的な学び】他
学年の生徒と積極的に集団行動ができるよう、体
育委員に議論のファシリテーターを務めさせる。

【深い学び】異学年で学ぶ理由や、授業を活性化
するための方法を、生徒に問いかける。

• 希望種目
を聞くア
ンケート

２
• 種目の決定
• 運営方法の確

認

• 各種目の希望者数のバラ
ンスを見て、生徒同士で
話し合って人数を調整す
ることができる。

• 全員が気持ちよく授業に
取り組むためのルールを
作ることができる。

【多様性、協働性】

①前時に取ったアンケートの
結果を発表する。

②各種目の希望者数のバランス
を見て、生徒同士で話し合っ
て人数を調整し、各自の参加
種目を決める。

③種目ごとに集まり、ルール
を作成する。

【主体的な学び】各種目の人数を調整できるよう、
人数のバランスを考えることなどを助言する。　

【対話的な学び】各種目の人数にばらつきが出て、
取り組めない種目が出ないように確認させる。全
員が気持ちよく授業に取り組むためのルールを、
生徒に作らせる。　【深い学び】種目ごとの人数の
バランスやルールが必要な理由を問いかける。

• 種目確定
に至るま
での生徒
の議論の
様子

11
•Ⅰ期振り返り
•Ⅱ期オリエンテ

ーション

•Ⅰ期の授業内容について、
よかった点や改善点を見
いだすことができる。

•Ⅱ期の学習内容のねらいに
ついて理解することがで
きる。

【知識、思考力、表現力】

①全員が集まり、Ⅰ期の各種目
での活動内容について、よ
かった点や改善点などを話し
合う。

②Ⅱ期の単元のねらいと、授業
の流れを説明する。

【主体的な学び】「授業者の役割を果たすことがで
きたか」「どのような力が身につきそうか」と問い
かける。　【対話的な学び】自己表現力を高めるた
めにはどうすればよいかを、他者との話し合いを
通じて考えさせる。　【深い学び】「授業者として
どのような学びがあったか」「自分の考えをどのよ
うに他者に伝えることができたか」と問いかける。

• 個人 振り
返りシー
ト

12
〜
19

• 種目ごとに活
動

• 授業者は、各自の技術力
が上がるよう、目標を立て、
練習内容を計画し、授業
を進めることができる。

• その他の生徒は、授業者
が立てた目標の達成に向
けて、主体的に活動する
ことができる。

【技能、思考力、判断力、表
現力、主体性、協働性】

①授業者が、本時の目標と練習
の進め方を説明する。

②適宜、授業者同士や授業者と
教師が話し合い、練習内容を
修正する。

③授業者は、授業の実施レポー
トを作成して、教師に提出す
る。

【主体的な学び】授業者が立てた授業計画を、他
の生徒に教授できるよう、補助する。 【対話的な
学び】生徒が授業者が立てた目標を、他の生徒が
常に意識できるよう、生徒間でコミュニケーション
を取るよう、声をかける。　【深い学び】授業計画
は適切に立てられているか、目標を達成する授業
内容となっているか、全員が授業目標を把握でき
ているか、安全が確保されているかに留意する。

• 生徒の取
り組みの
様子

• 授業者の 
「 本 時 の
授業計画」

20

•Ⅱ期振り返り
• 総 括レポート

の作成
• 全体総括

• 単元を通して各授業を振
り返り、学習したことを将
来や日常生活にどのよう
に生かすことができるか
をレポートにまとめること
ができる。

【知識、思考力、表現力】

①全員が集まり、各種目での活
動内容について、よかった点
や改善点などを話し合う。

②単元を通して学んだことなど
や、それを将来や日常生活に
どのように生かしていくかを
レポートにまとめる。

【主体的な学び】「授業者の役割を果たすことがで
きたか」「どのような力が身につきそうか」と問い
かける。　【対話的な学び】本単元での学びを、
将来のどのような場面で生かすことができるのか
について考えさせる。　【深い学び】「授業者とし
てどのような学びがあったか」「自分の考えをどの
ように他者に伝えることができたか」と問いかける。

• 総括
　レポート

※白川先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全 20 時間分は、ウェブサイト「VIEW next ONLINE」（https://view-next.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「TOP →学校教育情報誌『VIEW next』→高校版バックナンバー」でご覧ください。

　　　　　　　　　では、 
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